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第 1節 目カ国の制度並び実施状況の比較一覧表

堀田泰司

1.はじめに

本調査の重要な成呆の1っとして、以下の13カ国の単位や成績評価のシステム並びに、

その運用の実態を表す比較一覧表の作成を試みた。この 13カ国の比較一覧表は本調査研

究に参加した研究分担者並びに研究協力者が収集した資料や現地ヒヤリングの調査結呆に

基づいて作成されたものである。今回は、調査期聞が短かったことも影響し、政府の法令

や規定については、ほぽ把握出来ているが、高等教育機関の一般的な事例については、固

によって限られたサンプル数に基づく限定的な情報しか報告されていない。よって、この

比較一覧表は、あくまでも暫定的なものであり、今後、様々な機会を通して、各国の調査

を拡大し、内容を充実させる必要がある。将来、アジア諸国が質を保証した大学交流を促

進する上で、お互いの高等教育制度を理解し、且つ自国の問題点、改革の方向性を見極め

るためには、このような比較一覧表は、必要不可欠なものであり、今後も 13カ国間の対

話と連携により、今回作成した比較一覧表をより充実させ、活用して行ってもらいたい。

以下が比較一覧表の指標項目である。指標項目は、大きく 2つの分野に分かれている。左

側は、各国政府並びに認証・評価機関等が設定した基準・規定に関する項目であり、右側

は、それぞれの国で多くの高等教育機闘が実際に制度を実施している一般的な傾向を示し

ている項目である。特に、今回の調査の特徴として、将来ACTSや欧州の ECTSのような

地域で横断的に使用される単位互換制度を導入する場合、必要な尺度であると考えられる、

例えば、学習時間数や卒業年数と言った項目も網羅している。

13カ国の比較一覧表の指標項目リスト

(1)政府機関の基準・規定等 (2)高等教育梅闘での一般的な事例

単位制度に関する法令の有無 学年暦

1単位の学習時間数
1学期の期間(授業があるのは何週か、そして
試験期間は何週か)2学期制・ 3学期制等明記

最低限の卒業年数と必要単位数(学士課程) l科目の一般的な単位数

最低限の卒業年数と必要単位数(修士課程) 卒業単位数の幅(学士課程)

最低限の辛業年数と必要単位数(博士課程) 卒業単位数の幅(修士課程)

成績評価に関する法令の有無 卒業単位数の幅(博士課程)

海外の大学との単位互換に関する法令 成績の表記

外部評価組織・団体・システムの有無 GPAの有無

その評価組織の概要 大学独自の海外協定大学との単位互換の規定

単位、成績に関する評価事業の内容

2. 13カ国比較一覧表

以下の 4頁に渡り、 13カ国の比較一覧表を掲載する。
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(1)政府基準・規定
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(1 )政府基準・規定
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宵橿圃@融宵プログラム壷醇恒L

責保匪壷行っている. た.

.，町.，田

afzaEl i可fIさaれ.tiた00.プロ.. グmラ町
高骨量育橿圃l孟‘教育プロゲラム

上Eの量札大牢由融育冨担@置蝿匝 事イ政府は‘ '00閏年産より‘骨高
単位.lI績に

の外部'画音量lナ、レベル， ，量
のための評価I孟行っているが‘単位制 智雄宵揖固に舛曲."恒"対応でき

単位ー属置も叫

圃する静恒事
ムと岨圃は.an:橿固と

不明
惟}からレベル4，量盲】白血曹

庫や凪揖'0回する事項については‘そ
るよう自a.. _恒システム@匝

侮解債の項目

...肉'
して畳置される.畳個以 r::JII値される.~担L、評価を量

れを評価するよう事制庫は甥い(大牢
置を畠趨付Iナ‘尚且つ‘全て@高

"含まれる.
障も‘3年に1固は外部 けることは麗書曹はない.

の自治白檀圃}と由ζ と.
智雄宵揖固に討し量低5年1::1庫

評価音量けな〈てはい 園立7<リピシ式事は対a外. ...宇宙."恒壷轟轟Lている.
けない.
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(2)高等教育様闘での一般的な事例

中国 樟固 日本
7ルネイ・

カンボジ7 インFネシア ラオス
-;'"サラーム

学年@婚姻"t刈‘姻は大学
が定めることが司憧把が，喪

貴闘にはほぼ全て田文字が4
月から年車世間摘している.

ほとんE由式牢曹は‘
z月1日岬S月31目、

宇姻については， ，牢期制と 2字綱制 2学期制 2学期制 2宇期制
早隼E E苧期制司自月岬1月、

..，白押翌年E月
2牢捌酬が存在. s周“"月 11月-，周 1lJi!-1月 1lJi!-1月

2月からT月 倒えrf.2芋掴制@揖舎は、 1月四E月 E月一10周 2}!-8月 2}!-8月
~<が軍 1 牢捌は4月初旬

から?月末前笹‘'月下旬前
笹-，月末前睡で聞属して

いる.

1掌柵@綱
基本的には"置で.

聞(授.....
融学期@期間'"旧正 E芋』目制由場合I孟15週. "量〈陣量)+1:置〈値曹・輔

る@館情温
か、そして鼠

月@始まりによる圃 3学期制的措合'"叩彊. 鴎》 眠11掴聞を障<15 1・岬17週間由情邑

..闘館街
量も晶晶'"遇、院圃 15温 院量期間幸吉み年間措置由 (7周聞由揖寓が2圏、聞に1 周闇【鵬盤} "週岬"週 H 週間@民凪圃

.. か"... 
掴聞は1週}ほとんど 開園が必要と量令土組定書 畳間@体品が畠る.鼠圃期聞は 2学期制 聞が一学期

制， ，早期制
Z学期割が、 3学期割 れτuる. 別1=2畳間晶る}

等朝包
白文学も晶る

Z単位がー番.<、 4 一陣事件目'"'単位が'い.し
1鴨目白ー 単位、 E単位も品目‘ Z単位但四S単位がー か」寓置や寓固では1単位
.帥な皐位 植田や分野によ・2て ー，い、寓曹'"'阜 が'い.そLて4単位も量年 2単位四4単位 !-4単位 各4単位 H 単位
.除 蝿なる t翼曹1;1:1. 位} で開園される捜車寄守肱存

位〉 在する.

率..  位.. 1却岬1帥単位
4年制でI孟'"単位岬1闘車

事〈由宇部I孟'"単位 4年，.. 岬

の帽【早士. 何年帽の専攻や争事 ".単位岬1曲単位
位(平，."年度}

【但し嶋田@禽臨貴料では、 4隼'"岬1桝単位 180.位 15.ω2・5阜位
.， はもっと事〈なる} 1却単位と咽寵されている} 。圃査対a綾}

率a単位.. 
"単位ー1伺単位恒 2年36-50単位

@帽〈・士・ 30-40単位L
学部'"'聞単位)

"単位以上 "単位以上 Z年，，-伺単位
。綱壷刻....，

36-54単位
担〉

率a単位.. 
単位に闘する蝿定なし. 2年..単位

現在博士震調プロ

@帽〈博士・ 10-18単位 踊単位ー聞単位 10単位胤下が'い
博士号.実曹壷@み.

54-57単位
。調査対象按}

ゲラムは存在し牟

担〉 L、

A<4，5> 
これ寧では‘~<伺式司監が1.+ 4.5 (踊ー1聞〕 2目唱団年まで

文学により異なるが‘ A 4.0 嗣ー叫
以下'"厩蘭肝恒を揮周L

，.ト-80lrt 01輔.H惜別，"，
主にパーセント帽と B+ 3.5 (;踊-.冊

ていたと見られる.
7ト 7812nd CI刷(岬町}

思剛闘が用いられて B 3.0 帽。-84)
恒国 1僻剖軸 Honour.. 

いる. 岳+ 2.5 05-1自】
良{防1>-""

60-681 2nd CI輔.~咽司"
A 関胤上，

C 2.0 00-1骨
可，. ・9創鴻

Honour. 
. "ト78，

目+ 1.5 (1踊-89】
不可'" 駒%以下

50-59'1i 3rd C I剛陶剛，"，
A8田川町四"4.∞ c .ト6抑I A(4.冊-'"帥Iltnt

Iパーセシト制] D 1.0 【駒押叫 40-4996 P...阪曙，. .. B 関ト5殉 6+(3.冊 -V.r.，.6c咽
Exce 11 ent (1曲唱欄. F 0.0 仰押印}

LかL、証年曹は‘轄に... 
39蝿単下 F.il

..制時-MI"3.却 E 開凪下"圃il) 日"，冊-.咽
自回目d09-7(1) 

@噂λに伴い'''，壷含ん控
t世1...200岨年度からは‘.. 蝿

81崎ー7崎"3.∞ ，."冊P・8sinr(1幌ト制加. <4.3> 50'園評価壷橿用する.. 育種 以下は不合格. IH時唱帽"2.却 C(2.00)-Flir 
成積のa陸軍 F.i I伍9-0悶 A+ 4.3 

闘が増えている. "時... 置.，∞ A 鈎臥上 .."耳目--."
A 4.0 '00岨年より8P.査事λし‘

.45時4輔 .1副 B 蹴)-89 目"剖l)-VeryPoor 
Ir-3.7 '"回 1刷ト制軸 A>，時割珊 .5.0CI' 

E4時... 置.1∞ c 70ト79 FCO剖l)-F.iI 
B同 3.3

. ，ω，>-8，% A 自9-80 -4.5 
F<'端 .，剖 B 創ト" (崎"ついては檀E

【段階制】 B 3.0 
良{防1>-""

.. 79ー15 .4.0 
E 国ト5殉 中〉

.，ー- B-2.7 
可，. ・9創鴻

B 1+-10 -3.5 
F園以下【F.i1) 

良好. か '.3
不可'" 駒輸以下

島+自9-85 .3.0 
舎栴. C 2.0 C 8HO -2.5 
不合栴 C-1. 7 

#属値@虫記方法には‘土肥
I}I- 59-55 .2.0 

目+ 1.3 
Q) r$J噂@也に.，やA>また

D 54--50 • 1.5 
D 1.0 

Iま‘肘噂.. 宵櫨固によって.
p ..... 叫 -1.0

D-0.7 
民なることが多い.

F 3叫以下 .，
F 0.0 

.. 有

OPAの有
文字によって異なる 有 ..嶋骨太牢で値用【"年11' ".倒年置からrol:.UBDで'". 有

{修了時@成鏑
有a・ 事λ}

置聞書に犀映さ

れる}

史学瞬置畠皐"条に噂巴て
盟四年より U8Dでr;t. rN圃

夫噂噛由@ いる大学が'いが、予め置構
6enerationJプログヲムを闘 有

有
現在定ま宮た既定

... ・定夫 特になし..島楓闘が.. 
卒車単位町1/'まで

科目等書官先輩っている樟宵
倍.寓併""単位互換には‘ (史学ごとに想定を

〈ダブルディゲリ
なし..宵省舶が

隼との単位 める プログラムでは、間虫、互換
ECTS ・ UCTS ・前TSに串巴~現 眠けている]

ープログラム帯
作成中u"想定 由来る単位敵国」ヒ阻が定め

定を擦問
により]

られていることが'い.



－ 201 －

(2)高等教育機関での一般的な事例

マレーシア ミャンマー フィリピン シンガポール 事イ ベトナム

ほとんE'"・闘で
1字訓骨一10月、

E宇掴制.軍1牢揖4月四12月.軍E字訓
(固立"掌@栂舎〉 2字網" 1<ー早綱 且宇掴11-3月

ー1月四5JiI. 5月から7月にかけて、オゴシ E牢捌闘が'い.1<1宇剤、 8月 理常g月から1Ji1.2
'隼居 庫 1早姻'月 12月4月.第二字掴 (デラサル大学

ヨナル司，"，輯1，1T，・rntJt2つ晶る.NTU fD 自由月;1l2苧期‘ 11-2月 月f1'.G5/'申周
軍E苧期:12月 ー月蝿ト11月 はS字訓闘，-，

月.量一12月‘ 1-'
.土障担には‘上E<.なるも由も晶る.

月}

'*_，圃 岡島"零細は全体育日週間で、その肉眼肱

{鰻震が..る 守ラヤ式掌@帽台、軍1 13週間@揖婁期間、 1週間"'''・dinr期間、
量晴、 1早期@告ち

@は伺週か.そ 牢期.."彊".の早期曹 1掌期18:置、
2週間@圃圃期間、 1週間@休眠期間となっ

15:11. (15 量的揖車並びに1四Z 揖轟10週、臨.は1
Lτ肱量掴圃 での休み.-.休み '''' 温年".. 

ている.
週間の健麟蜘聞 1量目.温情E牢期

は伺週.."掌 も含む).箪2牢期肱1量 町11:1零細は全体育日週間で、その肉眼肱

" 期制・2早期制 週. 13週間@揖婁期間、 3週間由民血期間、 1

-明E 週間自体圃期間となってMる.

岡崎 4臨 【まれにE園C.，園c)

1輯圃@ー姐 H 単位伺阜位田 町¥1:3刷』または4AIJ ，まれに1AU. e刷} 事〈は、 s車位【量3固.)時間

陶な車位.
3-'車位 3車位 場合1固伺骨量3 事揖轟書曹に圃する輔足単位軍部"ないも "自分担寓〉しかし、 Z単位も， ，-，単位

固} 自はラポワ-.なE'"畏曹藁曹、遣に大き L、
いも由.. 箇文や珊寓プロロ..ト高@科目

醐 2年聞の陣阻ま12'単位置:)1!."年
岡田陣程は1回単位個司+岡困問
proJ岨，，，，，圃".ただし‘音車宇部1;:1個

一障に、 4年もL< 単位〈岡町田暑が轟る.1 セメス.ー畠~
l孟E年岡田阜士官担 りの圃俸単位融"，平均20単位(醐.ま

'"【学士"，a低率象単位 で畠れ1<200単位胤 禽計学'"単位 た‘歯学部‘撞宇部‘君臨苧を除〈医学部 130-160単位、 [人文・祉会単轟
事象単位候@

融)-0同単位(匡宇都な
主、 s年間骨阜士幌 佳世司'13.単位 .. 問撞定的られている.

I孟問。-'40単位...ι理工轟は
量常135-140

.，.士・担}
ど}

担で晶れほ、 14'か 陸学134-162単位 町11:3年聞の鵬程は1回単位制叫で， 4年
14'H回単位が'い.

単位【要再確匡}

ら200単位@修得 工学185-225単位 岡田陣程は144-146単位倒，.ただし‘
が‘車掌のために.. 工学講回目曹は1回-，回単位肌'.'年間
要 自慢担は‘巴~ネス轟で、そ由他【人文.

事士禽、理Z轟)1:孟4年間自慢橿， 1セ"".
ーあたり白血'単位融は、平均18-21単位

'AIJ) . 

. 土{コースヲ-.量】

岡崎"年間@臨担は40単位置)で、 2年
問自由担は帥単位個，.在世」回Utl
年半自陣揮で師単位園田.また、金共.. 

障はE年間由標題で桝単位岨C).
最低...単位"単位志穂 町¥1:1年間自由担は27岬"単位倒，.た

岨一国宅?ュ-!'
事禽単位敏@ 書されていても、陣程情 俸古宇佐帽コース

35-4.2単位
世し、臨Af;孟1年半白田植で54単位叫..

，.....単位 【1宅?ュー'Ja.=2
. ，.・主・・3 主か研究俸主かで樟砲で 研寓俸主却コース ま士、骨共故障[中国Ii'"園高.11主、 2苧捌

4単位》
ある. 制帽1年間白田昌で担単位倒..

.土偶間型〉
岡崎"岬24単位欄H 草書量曹+修士酋
文
町1J:9単位品由。軒目l+俸士箇文+そ
自他陣担ごk由畠軍事項がある.

事禽単位敏@
単位'0圃する理重なし. 27コース 回単位

回掴 24-48単位制司【6-1，科目} 岨単位が'い
宅?ュー'Ja.{喜櫨阻}

.，樽主・・3 町11:11単位側， "科目] {回単位ーもある】

-，量的ζ..，
， E耳目".町t "4.0 II'T凹l円t
島+ Vary 6副xI=3.5

{マラヤ文掌@場合} 田川 " 3.0 
80-100 " 4.0 GI- Flir I y昌国訓 " 2.5 
Diatinc:tion 

回掴.町U共'0‘凪下旬量。
C Flir=2.0 

75-7g Ir 3.7 島. p田r"1.5 
Diatinc:tion 

A+=Ii.D IPA凹int o Vary内閣r"1.0 
A "Ii目70-74 8+ 3.3 島田d
A-" 4.6 

F Flil =0 
田~g B 3.0 島田d 4: 1田H鴎 通常

島+" "目
自島~4 8-2.7 島田d 白圃".. 1 (Excall・"t)

B " 3.6 
その値には凪τのような事倒も

有{量恒1-10量
戚.'"・E 55-5g GI-2. 3 PIII 3: 74-<<珊島田d 2 (Good) 

B-" 3目 ある.
高， .以下不合物〉

E砕石" G 2.0 PIII 2: 40-(晴 FaiI 昌(F・ir)
岳+" 2.6 

， E耳目".町t=4.0CPTロoint
46.....G G-l.7 1: illOOl即l・，. 4 {Inc田市'"・】 C=2目

A-Vary 6副. =3.&7 
Conditi聞・lp・s・“

島+" 1.6 .. 'ood " 3.33 
40-44 1)1-1.3 

D" 1目
B Fairly 60c剖 =乱開

Conditi聞・lp・s・“
F=D B-''1Il'10事'60剖 =色町

35-39 0 1.0 。+ F.ir .2.33 
相 ldition・1P.輔副 C A1閥抗 F.ir• 2.朗
時-34 F 0.0 F.il剖 C A1閥抗 F.ir• 2.朗

。ド p，，， • 1.61 
D V.町内閣.1.凹
F F.i I剖 .， 

有{属値目平均車を
岡崎.町U弗に、自PAを揮用.眠障ではCP'

GPAの有' 有 利用した評価システ 有 る(白.山E聞'"でMIまkTwSPmA例O手陶綱l同左時国机てい 有 【量帝化されている〉
量令土は晶る.. ，式

ムは存在する〉
ごと}主国I'A(& 学では来唱健施.

積}についτも語用している.

回掴.町Uともに単位は個入で古るが‘時価
肱帽λ古れない.よって‘他"阜で取帽し
た科目白単位は自大学に算λできるが、評

国立文学(1圃.u聞で位、 恒I;l:P11II!/F・;，骨量示に宜揖され.GPA及!J

単位互換司事前申聞と‘
学位田帯頓には反暁され塩い.画史学とも

栴目肉容@一軍‘""骨量
文学レベル町規程守、自文学において取帽

大..・""・ 低ライン.... けて畠る.
し怠ければならない最低限田単位融(割合}

，ヰ・定実隼と
私立"単守I主、書鼻骨量E 不明 有

を定めている. 学士院程霞置轟噂並びに女学幌 有.固肉叫守推温し

@単位U'"
単と田橿揖プログラムも

-阻掴学士田署ー牢皐必要単位師岡崎胤 霞置轟皐に串じている ている.

規定
完興して昔日、単位互操

よ‘または回単位 I闘胤よ.

においてよ日轟轍性が晶
史学院聞書ーコースワ-.，.a.O)惨士鵬程で

る.
..，俸7畠聾単位@同軸凪よ.
園町U 学士田署4年間町田程I孟価単位
〈刷b胤占、 4年間町田橿は77単位倒b胤
よ.ただし、 NTUO)文学院鵬程はこ町単位融
が規定吉れていない.
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3. 13カ国比較一覧表から見える傾向

指標(Indicators) アジア諸国全体の傾向

政府栂聞の基皐・規定等

単位制度に関する法令の有無 13カ国中 9カ国で有り

講義形式の授業時間数だけの場合は、 13~17 時間であり、

自宅での勉強も含めた学習時間数(実習や実験に配分され
l単位の学習時間数 た時間数も含む)は、 32.5時聞から 51時間である。しか

し、おおよその傾向としては、講義は l単位、 15時間前後、

学習時間数は45時間前後が多かった。

一般的に4年間のプログラムが多く、卒業に必要な単位数

最低限の卒業年数と必要単位数(学士
は、学部によって大きく異なるが人文社会学系では、多く

課程)
は、 120-150単位の範囲に入っている。但し、工学部や医

学部が通常の4年間の教育プログラムより 1-2年多いのも

13カ圏全ての固で見られた傾向である。

多くの国では2年間で、卒業に必要な単位数は、 24単位か

最低限の卒業年数と必要単位数(修士
ら45単位の範囲内に入る。ただし、マレーシアでは、 l年、

課程)
ベトナムでは3年プログラム、そしてラオスでは1.5年生

と異なるケースもある。また、ミヤンマーでは、必要単位

数は 138単位になる例もある。

博士課程の場合、実際に修了する学生が費やす年数等は、

様々であると思われるが、一般的には 2-3年で卒業する

ケースが多いようである。単位数については、博士号論文

最低限の卒業年数と必要単位数(博士 の作成と審査以外には、規程がない国も多いが、規定があ
課程) る場合は、 30-50単位程度の枠で、卒業に必要な単位数を

設定している大学が多い。また、大学院の特徴としては、

必要な単位数の多くは、博士号論文作成に係る演習や論文

執筆に実際に費やした時間数を単位化している点である。

成績評価に関する法令の有無 13カ国中 9カ国が有り、 3カ国が無し、不明が 1カ国

海外の大学との単位互換に関する 13カ国中 4カ国が有り。規程についての具体的な説明は、
法令 3カ国が行っている。

13カ国中、 11カ国では有り。残りのシンガポールは具体

外部評価組織・団体・システムの有無 的な情報を得られなかった。また、ベトナムは、現在、外

部認証団体設立を検討中。

その評価組織の概要
多くの園では、政府主導で外部評価団体が設立、または、

指定されている。ただし民間の団体も数カ国に存在する。

教育プログラムの評価や新規プログラム開設のための認

単位、成績に関する評価事業の内容 証評価を受けるときに単位や成績に関する評価を実施し

ているケースが多い。
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高等教育栂闘での一般的な事例

学年暦は、大きくわけで 2つのパターンがあるが、日本は、

4月入学が一般的で、以下の 2つのパターンには、当ては

まらない。

①中国 (9-1，3-7)、韓国 (9-2，3-8);ブルネイ
学年暦 (8-12， 1-5)、インドネシア (9-1，2-6)、ラオス

(9-1， 2-6)、シンガポール(8-12，1-5)、ベトナム
(9-1， 2-5/6) 
②カンボジア (11-5，5-10)、ミヤンマー(12-5，
6-11)、タイ (11-2，6-9)フィリピン (11-3，6-10) 

1学期の期間(授業があるのは何週か、 講義の期聞としては、 13週から 17週程度と広がっている。

そして試験期間は何週か)2学期制・ 試験期間しては、 1-2週間あり、試験準備期間を 1週間程
3学期制等明記 度設けている大学も多い。

l科目の一般的な単位数 2-4単位に設定している国が多い。

120単位から 170単位程度が一般的であるが、医学部、工

卒業単位数の幅(学士課程) 学部等を入れると 5-6年間のプログラムがあるため、単

位数が 200単位以上になる国もある。

卒業単位数の幅(修士課程) 20単位から 60単位とその幅は広いロ

卒業単位数の幅(博士課程) 様々なパターンがあり、 1つの傾向にまとめるのは難しい

成績の表記については、 4-5段階評価の固とそれをさらに

細分化し 11-13段階等の細かい評価を実施している国が

成績の表記 ある。また、中園、韓国、日本が 60%以下を不合格にする

なか、 50極または、 40割以下を不合格とする国もそれぞれ数

カ国ある。

GPAの有無
13カ国中ほとんどの国では実施しているが、大学によって

実施状況が異なる国もある。日本は、約4害lが使用。

大学独自の海外協定大学との単位 多くの国では、規程の存在を認めているが、高等教育機関
互換の規定 によって、実施状況は異なるようである。

以上、 13カ国の比較一覧表に基づき多くの国で見られる一般的な傾向について報告した。

13カ国の高等教育制度並びに教育機関の実施状況には、非常に多くの異なった事例が存在

する。しかし、その中にも似通った傾向があるのも事実である。特にアジア諸国の高等教

育制度は、欧米諸国の影響を受けていることが多いため、他国から受入れた制度に各国の

独自の文化が影響し、海外のモデルとは、若干、異なった制度になっている。しかし、そ

れらの異なる制度であっても共通の指標で各国の特徴を比較すると、その違いの中にもあ

る程度、似通った傾向はあり、それを大きく分類することは可能ではないかと考える。も

し、こうした共通の傾向が見極められれば、その共通の部分をできるだけ活用し、最小限

の改革や法改正によって、ACTSや ECTS等の概念を応用したpermeable(浸透性のある)

フレームワークをアジア諸国聞の大学交流のために構築することは可能になるであろう。
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第2節 アジア地域の質保証の伴った大学問交流の発展

その課題と展望

堀田泰司

本調査は、 2カ月間という非常に短期間に実施された委託研究であったため、 13カ国の

詳細にわたる情報が十分に得られたとは言えない。しかし、そうした状況にあっても、 13

カ国の単位制度、学習時間数、成績評価制度、認証評価システム等の今後アジア諸国が質

保証の伴った大学問交流を行う上で、相互認識が必要と思われる基本的な項目について、

多くの知見を得ることができた。以下は、今回、収集した 13カ国の高等教育制度の現状

に関するデータを本章の第1節にて比較分析し、浮き彫りになったアジア諸国が抱える課

題と今後の展望である。

1.アジア諸国聞の質保証の伴った大学問交流を促進するための課題

(1)単位と学習時間の関係:アジア諸国が相互の単位制度を理解し、単位互換を実施す

るためには、 13カ国がアジアの高等教育における 1単位をどのような学習時間数の概念に

基づいて換算するか協議する必要があるロ今回の調査では、欧州諸国が単位数の定義に使

用する「学習時間数J(student workload)の概念に基づき、実習、実験、インターンシツ

プ等の実例を参考に各国の単位が何時間相当の学習時間数を想定しているか、おおよその

数値を算出してみた。しかし、実際には、多くの高等教育機関は、教員が実際に授業を担

当する時間数 (contacthour)で単位を算出する傾向が高いため、まず、アジア諸国にお

ける 1単位の換算方法の基準を決める必要があろう。講義時聞に基づくのか、または、実

際の学習時間数に基づく換算方法を使用するのか検討すると同時に、学習時間数を使用す

る場合は、実際に学生がその時間数の学習を行っているか、中目Eに確認できるチェック機

能をどう構築するかも大きな課題であるロ

(2)成績評価の質保証:第2に、成績評価の互換は、大規模な学生交流を促進する上で

最も困難な課題である。異なる成績評価方法を採用する国家問、大学問でどのように学生

が取得した成績を相互に互換するかという課題については、これまでも非常に様々な試み

がなされてきた。一番の課題は、成績評価は、通常、授業を担当する教員が判断している

ため、その評価基準を客観的に保証することが難しい点である。 1つの解決策として、学

生の学習活動を小テストや宿題、試験等のいくつかの側面から測定し、また、成績評価方

法や点数の配分についてもシラパス等で説明し、学期末試験後、部局長が教員の採点した

成績評価の分布傾向を審査したりするシステムはすでに多くの大学に存在する。 しかし、

それでも異なる高等教育機関の教員聞の成績評価結果には、相違点があり、その相違につ

いて相互に理解することはなかなか難しい。

こうした状況に対し、 ACTSやECTSのような単位互換制度は、相対的評価の使用を提

唱している。今回の調査では、特に絶対的評価と相対的評価の使用状況についても調査し

たが、多くの高等教育機関内において、プログラムや学年によって、双方のシステムを使
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い分けているケースが多いことが判明した。よって、そのどちらかの使用の是非を議論す

るのではなく、例えば、絶対的評価を使用する場合でも、偏った成績の分布を作らないよ

う、成績評価の配分に一定のルールを設け、その公平性を保つようなシステムの構築の可

能性を検討することが今後の課題であろう。

(3 )教育プログラムの可視化:アジア高等教育機関の聞の教育交流を促進するためのも

う1つの大きな課題は、アジア諸国の多くの大学は、教育内容の細かい情報をあまり公開

していない点である。実際には、今回の調査で対象となった多くの高等教育機関では、す

でにホームページ等で教育プログラムに関する情報を掲載しているが、細かい情報の公開

については、個々の教育機関によって、その内容の表示の仕方は異なるので、今後は、公

開する情報の内容について、 13カ国の高等教育機関は、何らかの共通項目を検討すること

が今後の課題である。

(4 )学年暦の違い:学年暦の違いというのは、非常に明確な問題であると同時に解決が

極めて困難な課題である。この問題については、 AUNのナンタナ事務局長も、 AUNメン
ノ司ー大学問でも学年暦の違いが学生交流の促進を拒む1つの重要な阻害要因となっている

と指摘している。学年暦は、それぞれの国の高等教育を超えた教育制度並びに雇用制度全

体に係るため、それを変更するというのは、極めて困難である。今後アジア諸国聞の学生

交流を促進するためには、学期の期間にどこまで柔軟性を持たせることができるのか、ま

た短期間の教育プログラムをどこまで活用しアジア地域の大学交流を促進できるのかその

可能性を検討する必要がある。

2.今後の展望

今後の展望としてやはり重要な点は、 13カ国間における高等教育制度の相違点と互換性

について相互に理解を深めることであろう。そして、上述した通り、単位互換や成績の互

換に関する判定基準について A定の枠組みを構築する必要性がある。しかし、この枠組み

は、あくまでも異なる制度や教育内窓を相互理解しやすくするための換算方法であ号、

個々の教育プログラムの中身に影響を与えるものではない。また、こうした透過箆

{Per血.eab温tv)のあるプレームワークの構築を目指すと共に、個々の高等教育機関は、そ

れぞれが提供する教育内容について詳細に渡る情報を相互に公開する必要がある。担忍選

解を深めるための教育内容の可視化(Tr田lSDarencv}は、特に単位li.換や成績評価の認定

}j法について、海外の制度の違う教育機関並びに、そこに所属する教員、職員、そして学

1+:1こ理解してもらうためには、必要不可欠であり、今回の調査対象となった 13力開の高

等教育機関並びに政府代表i土、今後、質を保証し棺Ii.の信頼関係会構築した大学交流を促

進するために、どのような情報の公開が必援であるのか、 r)(>t話jを続けていくべきである。
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